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DIP（GX）φ150　H=0.7m L=236m

撤去DIPφ300　H=1.3～1.2m L=214m 土留工
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φ
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新幹線敷地境界
新幹線敷地境界

DIP（GX）φ300～150

撤去DIPφ100

 L=3mL=6m

撤去DIPφ100

撤去DIPφ100
H=1.0m L=6m

栓室撤去工①

弁室撤去工①

弁室撤去工②

試掘①（不断水分岐・管路断水機）

試掘②（汚水管） 試掘③（既設水道・雨水管）

試掘⑤（既設水道連絡）

試掘④（既設水道連絡）
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既設連絡

市3号市3号

市3号

市3号

試掘⑫（既設管継手補強位置）

（一体化長さ L=9.0m）

唐崎中二丁目

東海道新幹線
東海道新幹線

東海道新幹線
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＜撤去＞DIP(A)φ300 h=1.20m
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＜新設＞DIP(GX)φ150 h=0.7m

＜撤去＞DIP(A)φ300 h=1.20m

＜新設＞DIP(GX)φ150 h=0.7m

1.95

1.15

新幹線敷地境界 新幹線敷地境界

新幹線敷地境界

（１）

番　号

①

②

③

④

調査対象 試掘寸法 備　考

昼　間

昼　間

昼　間

昼　間

L3.6 , H2.0 , B2.0

L1.5 , H1.0 , B1.0

既設水道φ300(不断水分岐・管路断水機)

L2.0 , H1.1 , B1.0

L1.5 , H1.3 , B1.0

⑤

昼　間

L1.5 , H0.9 , B1.0

土留工

有

無

無

昼　間無

⑥

舗装構成

市2号

昼　間L1.5 , H0.9 , B1.0 無⑦

⑧

市2号

市2号

市3号

市3号

市2号昼　間無L1.5 , H0.9 , B1.0

⑨

L1.5 , H0.9 , B1.0

汚水管

無

市2号無

市2号水路BOX

⑩

⑪

夜　間無

市2号夜　間無

昼　間無 市2号

市2号水路BOX

L1.5 , H1.0 , B1.0

L1.5 , H0.8 , B1.0

L1.5 , H0.7 , B1.0

既設水道φ100・雨水管

既設水道φ100(連絡位置)

既設水道φ300・汚水枝管・汚水マンホール

既設水道φ100(連絡位置)

既設水道φ150(連絡位置)

既設水道φ150(連絡位置)

既設水道φ50(連絡位置)

⑫ 市2号昼　間無L6.0 , H1.4 , B1.0既設管継手補強位置確認

番　号

（１）

水栓番号 氏　名 住　所 ﾒｰﾀｰ・管口径 復旧方法 備　考

20

（２）

（３）

（４）

（５）

工　種

道路接続工

昼　夜

（６）

（７）

（９）

（１０）

（１１）

昼

20

20

13

20

20

20

20

20

20

昼

昼

昼

昼

昼

道路接続工

道路接続工

道路接続工

道路接続工

昼

昼

昼

昼

（１２） 昼 20 道路接続工

（８） 昼 20 道路接続工

ﾒｰﾀｰ廻り改良工

道路接続工

道路接続工

道路接続工

道路接続工

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

土

止水栓交換

止水栓交換

止水栓交換

止水栓交換

止水栓交換

止水栓交換

先行整備

弁室撤去工①②③④⑤⑥⑦⑧（仕切弁）

種　　別 数　量 区　分

昼　間

昼　間

８箇所

栓室撤去工①②（消火栓） ２箇所

夜　間栓室撤去工③（消火栓） １箇所

弁室撤去工⑨⑩⑪（仕切弁） ３箇所 夜　間

構造物取壊し工 昼　間0.4m3

貫通部取壊し復旧工φ100

種　　別 数　量 区　分

昼　間１箇所

貫通部保護工①（水路貫通部①）

貫通部保護工②（水路貫通部②）

コンクリート削孔工①φ200（水路貫通部①）

コンクリート削孔工②φ150（水路貫通部②）

外壁補修工（モルタル・タイル張り）

２箇所

２箇所

２箇所

２箇所

１式

転落防止柵設置工

嵩上げコンクリート工

１箇所

１箇所

昼　間

夜　間

昼　間

夜　間

昼　間

昼　間

昼　間

中詰め工①φ300

種　　別 区　分

昼　間

中詰め工②φ300 夜　間

数　量

0.1㎥

 0.4㎥

泥水処分

0.03㎥

0.08㎥

図   面   名
１枚

４枚の内

工 事 番 号

令和７年度　改良工事

工　 事 　名

高　　槻　　市　　水　　道　　部　 　　管　　路　　整　　備　　課

施 工 年 度 及 び 工 事 種 別

唐崎中二丁目地区ほか口径１５０から１００粍配水管改良工事

平面図（１）・横断図

０７-３０４

位置見取図

【A路線】

平面図（１）　S=1：250

横断図　S=1：100

給水工事一覧表

試掘工一覧表

付帯工一覧表

撤去工一覧表

　　　・撤去工一覧表・付帯工一覧表・中詰め工一覧表

市2号
※舗装構成：市3号は記載

中詰め工一覧表

※舗装構成が明記されていない区間

昼間工事

・給水工事一覧表・試掘工一覧表
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（５）
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（９）

（１０）

（４）

新幹線敷地境界
新幹線敷地境界

DIP（GX）φ150　H=0.7m L=236m

L=6m

L=2m

撤去DIPφ300　H=1.3～1.2m L=214m 土留工

H=1.2m L=5m 土留工
【中詰①】φ300 L=2m V=0.1m3
中詰管端部処理工 2箇所

栓室撤去工②

弁室撤去工④

弁室撤去工③

弁室撤去工⑤

弁室撤去工⑥

弁室撤去工⑦

弁室撤去工⑧

試掘⑥（既設水道・汚水枝管・汚水マンホール）

試掘⑦（水路BOX）

試掘⑧（既設水道連絡）

市3号

撤去DIPφ300

コンクリート削孔工①

外壁補修工

貫通部取壊し復旧工φ100

転落防止柵設置工
嵩上げコンクリート工

貫通部保護工①

ドレン撤去φ100
H=1.0m L=4m

既設連絡

既設連絡

L=2m

市3号

仮ドレン設置工φ150
東海道新幹線 東海道新幹線

唐崎中二丁目

添架部 L=3m
撤去DIPφ300

H=0.7m L=8m
撤去DIPφ150

構造物取壊し工
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新幹線

新幹線

新幹線

Eφ150 9条 h=1.20m
Tφ125 22条 h=不明

h=0.93

Eφ150 9条 h=1.20m

Tφ125 22条 h=2.00

Eφ150 9条 h=1.20m

Tφ125 22条 h=2.00

Sφ200 h=1.46m

1.18

2.39

1.80

0.700.88

No.7
GH=6.60

DL=3.00 DL=3.00

No.9
GH=6.60

DL=3.00

No.10+15.00
GH=6.81

（南）（北）
（北） （南） （南）

（北）

＜撤去＞DIP(A)φ300 h=1.20m
＜新設＞DIP(GX)φ150 h=0.7m

3.70

＜撤去＞DIP(A)φ300 h=1.20m＜新設＞DIP(GX)φ150 h=0.7m

1.45

1.16

＜撤去＞DIP(A)φ300 h=1.20m

0.78

＜新設＞DIP(GX)φ150 h=0.7m

新幹線敷地境界
新幹線敷地境界

新幹線敷地境界

（６）
3.24

GL(車道)

1500

400

1100

2130 200

新設管DIP(GX)φ150

700

東西

貫通部保護工①(詳細図参照)：2箇所

200

2530

コンクリート削孔工①φ200：2箇所

さや管VUφ200 L=3.0m

矢視A

防護モルタル

さや管VUφ200

600

200

200

200

矢視A

150

防護ﾓﾙﾀﾙ

空隙部ﾓﾙﾀﾙ

水路

※ﾓﾙﾀﾙは無収縮ﾓﾙﾀﾙを使用すること。
　水路にﾓﾙﾀﾙが流入しないようにすること。

型枠工および型枠撤去土工を見込んでいる。

新設管DIP(GX)φ150

新設管DIP(GX)φ150
さや管VUφ200

500

空隙部ﾓﾙﾀﾙ L=100mm

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材 L=100mm

BOX

200

400 2000

W200×L2,000×H400
嵩上げコンクリート(水路擁壁)

転落防止柵（H=1,100）

差し筋 6本(D13,L300,@300)

150

400
400

タイル仕上げ(4面)

モルタル打設（L400×H400×W150）

図   面   名
２枚

４枚の内

工 事 番 号

工　 事 　名

高　　槻　　市　　水　　道　　部　 　　管　　路　　整　　備　　課

施 工 年 度 及 び 工 事 種 別 令和７年度　改良工事

平面図（２）・横断図・転落防止柵詳細図、外壁補修工、

唐崎中二丁目地区ほか口径１５０から１００粍配水管改良工事

０７-３０４

位置見取図

【A路線】

横断図　S=1：100

平面図（２）　S=1：250

市2号

水路貫通部① 詳細図　S=1：50

貫通部保護工① 詳細図　S=1：50

・水路貫通部①詳細図・貫通部保護工①詳細図

転落防止柵 詳細図　S=1：50

※舗装構成：市3号は記載

※舗装構成が明記されていない区間

昼間工事

外壁補修工　S=1：50

（参考）
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0.
80

<E
φ
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不明量

A
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70
～
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残置φ300ヒューム管φ700 h=2.10

<残置φ300 h=2.60>

h=1.70

昼間施工 夜間施工

（１１）

<Wφ300>
h=1.30

（１２）

新幹線敷地境界
新幹線敷地境界

DIP（GX）φ100　H=0.7m L=63m   H=0.7m L=14m

L=2m

 H=0.7m L=7m 土

撤去DIPφ300　H=1.2m L=39m 土留工

撤去DIPφ150　H=1.3m L=7m

 H=1.2m L=17m 土留工

撤去工DIPφ300　H=1.4m L=7m 土留工

【中詰②】φ300 L=6m V=0.4m3
中詰管端部処理工 2箇所

撤去DIPφ300　H=1.4m L=4m 土留工

栓室撤去工③

弁室撤去工⑨

弁室撤去工⑪

弁室撤去工⑩

試掘⑨（既設水道連絡）

試掘⑩（水路BOX）

試掘⑪（既設水道連絡）

既設連絡

既設連絡

DIP（GX）φ100

昼間施工 夜間施工

撤去DIPφ300

コンクリート削孔工②
貫通部保護工②

水入れ工（既設φ150から）

仮ドレン設置工φ50(夜間)
東海道新幹線 東海道新幹線 東海道新幹線

唐崎北三丁目

唐崎北三丁目

No.15
GH=8.22

DL=5.00 DL=5.00

No.17
GH=8.12

4.73 4.27

As

CoAs As
As

新幹線 新幹線

駐車場
田

Sφ200 h=2.70m Sφ200 h=2.58m

2.26

1.02

2.42

1.07
（南）（北） （北） （南）

＜撤去＞DIP(A)φ300 h=1.20m ＜撤去＞DIP(A)φ300 h=1.20m

＜新設＞DIP(GX)φ100 h=0.7m

0.57

＜新設＞DIP(GX)φ100 h=0.7m

0.37

新幹線敷地境界 新幹線敷地境界
GL(車道)

1600

400

1200

1200 150

新設管DIP(GX)φ100

700

東西

貫通部保護工②(詳細図参照)：2箇所

150

1500

コンクリート削孔工②φ150：2箇所

さや管VUφ150 L=2.0m

矢視A

防護モルタル

さや管VUφ150

550

200

150

200

矢視A

150

防護ﾓﾙﾀﾙ

空隙部ﾓﾙﾀﾙ

水路

※ﾓﾙﾀﾙは無収縮ﾓﾙﾀﾙを使用すること。
　水路にﾓﾙﾀﾙが流入しないようにすること。

型枠工および型枠撤去土工を見込んでいる。

新設管DIP(GX)φ100

新設管DIP(GX)φ100
さや管VUφ150

500

空隙部ﾓﾙﾀﾙ L=100mm

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材 L=100mm

BOX

図   面   名
３枚

４枚の内

工 事 番 号

工　 事 　名

高　　槻　　市　　水　　道　　部　 　　管　　路　　整　　備　　課

施 工 年 度 及 び 工 事 種 別 令和７年度　改良工事

平面図（３）・横断図

唐崎中二丁目地区ほか口径１５０から１００粍配水管改良工事

０７-３０４

位置見取図

【B路線】

横断図　S=1：100

平面図（３）　S=1：250
市2号

水路貫通部② 詳細図　S=1：50

貫通部保護工② 詳細図　S=1：50

・水路貫通部②詳細図・貫通部保護工②詳細図

※舗装構成：市3号は記載

※舗装構成が明記されていない区間

昼間工事・夜間工事



N

唐崎中三丁目

唐崎北三丁目

唐崎中二丁目

番田二丁目

唐崎北二丁目

唐崎中一丁目

唐崎中四丁目

芥川

東
海
道
新
幹
線

DIP GX形 継ぎ輪 φ150　G-link 2個

DIP GX形 両受曲管 45° φ150　G-link 1個

DIP GX形 両受曲管 45° φ150　G-link 2個

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装)  2 本

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ150×5000(内面粉体塗装) 甲切り管 1.10

DIP GX形-S50形 二受T字管 φ150×φ50

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ150×5000(内面粉体塗装) 甲切り管 2.60

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装)  1 本

DIP GX形-S50形 二受T字管 φ150×φ50

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ150×5000(内面粉体塗装)  1 本

DIP GX形 両受曲管 45° φ150

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP GX形 曲管 45° φ150

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ150×5000(内面粉体塗装)  1 本

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装)  26 本

DIP GX形 二受T字管 φ150×φ100

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ150×5000(内面粉体塗装) 甲切り管 2.80

DIP GX形 二受T字管 φ150×φ100

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ150×5000(内面粉体塗装)  1 本

DIP GX形 曲管 45° φ150

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ150×5000(内面粉体塗装) 甲切り管 0.80

DIP GX形 曲管 45° φ150

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ150×5000(内面粉体塗装)  1 本

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装)  5 本

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装)  4 本

DIP GX形 二受T字管 φ150×φ150

GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(両受) φ150(10.0K) 弁室築造H=0.7

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP K形 帽 φ150

1 2 3 4 5

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ100×4000(内面粉体塗装)  1 本

DIP GX形 曲管 22 1/2° φ100

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ100×4000(内面粉体塗装) 甲切り管 3.00

GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(受挿) φ100(10.0K) 弁室築造H=0.7

DIP GX形 1種 直管 φ100×4000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP K形 曲管 45°(特押) φ100　 2個

DIP K形 継ぎ輪(特押) φ100

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ100×4000(内面粉体塗装) 甲切り管 3.00

GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(受挿) φ100(10.0K) 弁室築造H=0.7

DIP GX形 1種 直管 φ100×4000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP K形 曲管 45°(特押) φ100

DIP K形 曲管 22 1/2°(特押) φ100

DIP K形 継ぎ輪(特押) φ100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

DIP S50形 S種 直管(ﾗｲﾅ付) φ50×4000(内面粉体塗装) 甲切り管 2.20

S50形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(受挿) φ50(10.0K) 弁室築造H=0.7

DIP S50形 S種 直管 φ50×4000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP S50形 短管1号 φ50(GF10.0K)

SP 合ﾌﾗﾝｼﾞ RF10K φ50×φ50 ﾒﾀﾙｲﾝｻｰﾄ 接合のみ

HI 青銅製伸縮継手 雄ねじ VP-SP φ50

HIVP-TS形 90°ｴﾙﾎﾞ(透明継手) φ50

HIVP-TS形直管 φ50 乙切り管 0.700 m

HIVP-TS形 90°ｴﾙﾎﾞ(透明継手) φ50

DIP GX形 ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管 消 φ150×φ75(GF7.5K) 浅層埋設

ﾎﾞｰﾙ式補修弁 φ75×200H(RF-GF7.5K)内外面ｴﾎﾟｷｼ

地下式単口消火栓ﾘﾌﾄ式(浅埋)ﾊﾞｽ φ75(RF7.5K) H=0.7

不断水弁 管路断水機 φ300

DIP K形 帽 φ300

< 既設DIP(A)φ300 H=1.3m >

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.700 m

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装) 乙切り管 2.500 m

既設鋳鉄管切断工φ300 １箇所

< 既
設

DIP(K)φ
100 H=1.0m >

< 既設DIP(K)φ100 H=0.9m >

< 既
設

H
IV

P
φ

50 H
=0.8m

 >

< 既
設

H
IV

P
φ

50 H
=0.7m

 >

< 既設DIP(NS)φ150 H=0.7m >

仮ドレン設置工 φ150　1箇所

既設鋳鉄管切断工(撤去時)φ100 １箇所

既設鋳鉄管切断工(撤去時)φ150 １箇所

既設鋳鉄管切断工φ100 １箇所

既設鋳鉄管切断工(撤去時)φ100 １箇所
既設鋳鉄管切断工φ100 １箇所

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP GX形 曲管 90° φ150

GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(両受) φ150(10.0K) 弁室築造H=0.7

DIP GX形 1種 直管 φ150×5000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP K形 曲管 90°(特押) φ150

※水路貫通部①
<水路BOX W2,130×H1,100>
※水路内に継手が露出しないように施工すること

No.1
No.2

No.3

No.4
No.5

No.6
No.7

No.8
No.9

No.10
No.11

No.12

(最終埋設・路盤下に既設鉄蓋を設置し防護)

1 2

1 2 3 4

DIP GX形 1種 直管(ライナ付) φ150×5000(内面粉体塗装)  1 本

DIP GX形 ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管 消 φ150×φ75(GF7.5K) 浅層埋設

ﾎﾞｰﾙ式補修弁 φ75×200H(RF-GF7.5K)内外面ｴﾎﾟｷｼ

地下式単口消火栓ﾘﾌﾄ式(浅埋)ﾊﾞｽ φ75(RF7.5K) H=0.7

DIP S50形 S種 直管(ﾗｲﾅ付) φ50×4000(内面粉体塗装) 甲切り管 1.20

DIP S50形 曲管90° φ50

S50形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(受挿) φ50(10.0K) 弁室築造H=0.7

DIP S50形 S種 直管 φ50×4000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP S50形 短管1号 φ50(GF10.0K)

SP 合ﾌﾗﾝｼﾞ RF10K φ50×φ50 ﾒﾀﾙｲﾝｻｰﾄ 接合のみ

HI 青銅製伸縮継手 雄ねじ VP-SP φ50

HIVP-TS形 90°ｴﾙﾎﾞ(透明継手) φ50

HIVP-TS形直管 φ50 乙切り管 1.300 m

HIVP-TS形 90°ｴﾙﾎﾞ(透明継手) φ50

HIVP-TS形直管 φ50 乙切り管 0.600 m

HIVP-TS形 90°ｴﾙﾎﾞ(透明継手) φ50

DIP K形 短管1号(特押) φ150(GF7.5K)

不断水割T字管(CIP) ｿﾌﾄｼｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ付 φ300×φ150

水

路

継手補強工φ300 １箇所
(K形２つ割離脱防止押輪)

既設鋳鉄管切断工φ150 １箇所

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ100×4000(内面粉体塗装) 甲切り管 1.80

DIP GX形 両受曲管 22 1/2° φ100

DIP GX形 1種 直管 φ100×4000(内面粉体塗装) 乙切り管 3.000 m

DIP GX形 曲管 22 1/2° φ100

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ100×4000(内面粉体塗装) 甲切り管 3.00

DIP GX形-S50形 二受T字管 φ100×φ50

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ100×4000(内面粉体塗装)  1 本

DIP GX形 1種 直管 φ100×4000(内面粉体塗装)  15 本

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10 11 12 13 14 15

GX形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(受挿) φ100(10.0K) 弁室築造H=0.7

DIP GX形 1種 直管 φ100×4000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP GX形 短管1号 φ100(GF7.5K)

SP 合ﾌﾗﾝｼﾞ RF7.5K φ100×φ50 ﾒﾀﾙｲﾝｻｰﾄ 接合のみ

HI 青銅製伸縮継手 雄ねじ VP-SP φ50

HIVP-TS形 ｿｹｯﾄ(透明継手) φ50

HIVP-TS形直管 φ50 乙切り管 1.000 m

HIVP-TS形 90°ｴﾙﾎﾞ(透明継手) φ50

DIP GX形 ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管 消 φ100×φ75(GF7.5K) 浅層埋設

ﾎﾞｰﾙ式補修弁 φ75×200H(RF-GF7.5K)内外面ｴﾎﾟｷｼ

地下式単口消火栓ﾘﾌﾄ式(浅埋)ﾊﾞｽ φ75(RF7.5K) H=0.7

S50形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(受挿) φ50(10.0K) 弁室築造H=0.7

DIP S50形 S種 直管 φ50×4000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP S50形 短管1号 φ50(GF10.0K)

SP 合ﾌﾗﾝｼﾞ RF10K φ50×φ50 ﾒﾀﾙｲﾝｻｰﾄ 接合のみ

HI 青銅製伸縮継手 雄ねじ VP-SP φ50

HIVP-TS形 90°ｴﾙﾎﾞ(透明継手) φ50

HIVP-TS形直管 φ50 乙切り管 1.700 m

HIVP-TS形 90°ｴﾙﾎﾞ(透明継手) φ50

HIVP-TS形直管 φ50 乙切り管 3.000 m

HIVP-TS形 90°ｴﾙﾎﾞ(透明継手) φ50

HIVP-TS形直管 φ50 乙切り管 0.300 m

HIVP-TS形 90°ｴﾙﾎﾞ(透明継手) φ50

< 既設DIP(NS)φ150 H=0.8m >

< 既
設

H
IV

P
φ

50 H
=0.6m

 >

< 既
設

H
IV

Pφ
50 H

=0.7m
 >

DIP GX形 両受曲管 45° φ100

DIP GX形 1種 直管 φ100×4000(内面粉体塗装) 乙切り管 1.000 m

DIP GX形 継ぎ輪 φ100 G-link 2個

DIP GX形 1種 直管(ﾗｲﾅ付) φ100×4000(内面粉体塗装) 甲切り管 1.00

DIP GX形 受挿し片落管 φ150×φ100　G-link 1個

仮ドレン設置工 φ50　1箇所

既設鋳鉄管切断工(撤去時)φ150 １箇所
既設鋳鉄管切断工φ150 １箇所

水入れ工 (既設φ150から)

※水路貫通部②
<水路BOX W1,200×H1,400>
※水路内に継手が露出しない

ように施工すること

No.15

No.16

No.17

No.18

水

路

図   面   名
４枚

４枚の内

工 事 番 号

工　 事 　名

高　　槻　　市　　水　　道　　部　 　　管　　路　　整　　備　　課

施 工 年 度 及 び 工 事 種 別 令和７年度　改良工事

配管詳細図

唐崎中二丁目地区ほか口径１５０から１００粍配水管改良工事

０７-３０４

位置見取図

配管詳細図　S=non

【A路線】

【B路線】


